
吉備津神社造山古墳 閑谷学校鬼ノ城楯築遺跡

公開講演会・シンポジウム　プログラム

基調講演Ⅰ・Ⅱ　講師プロフィール

13:00 ～ 13:10
13:10 ～ 14:10

14:10 ～ 15:10

15:20 ～ 17:50

18:15 ～

１９５９年　神戸大学整形外科講師。
１９６９年　兵庫県立総合リハビリテーシヨンセンター開設、以後副院長、院長、所長を
経て、現在兵庫県社会福祉事業団顧問、中央病院名誉院長。
１９７３年　兵庫県リハビリテーシヨン協議会会長に就任、２０１２年以後顧問。
１９７４年　ISPO( 国際義肢装具協会 ) の設立後、ISPO 日本支部会長、副会長、第６回Ｉ
ＳＰＯ世界会議 ( 神戸１９８９年 ) を主催。
１９９２年　次期会長を経てアムステルダムで会長（１９９５－１９９８）を務める。
１９９２年　日本リハビリテーション医学会会長。日本リハビリテーション病院・施設協
会会長職に就き、２００３年 10月より、名誉会長をつとめる。
１９９７年　日本福祉のまちづくり研究会の設立に伴い副会長を経て、２００１年より、
２００５年まで日本福祉のまちづくり学会会長に就任。
２００２年　日本リハビリテーション連携科学学会理事長に就任し、２０１１年顧問に就任。
２００３年　神戸医療福祉専門学校三田校校長に就任し現在に至る。

澤村　誠志　氏
兵庫県立総合リハビリテーションセンター

中央病院　名誉院長
１９７４年４月　日本社会事業大学専任講師
１９７７年７月　日本社会事業大学助教授
１９８４年４月　日本社会事業大学教授
１９９３年４月　日本社会事業大学大学院研究科長　　（～１９９８年３月）
１９９８年４月　日本社会事業大学社会福祉学部長　　（～２０００年３月）
２００４年４月　日本社会事業大学社会事業研究所長　（～２００５年３月）
２００５年４月　日本社会事業大学学長　　　　　　　（～２０１０年３月）
２００５年４月　放送大学客員教授　　　　　　　　　（～現在に至る）
２０１０年４月　日本社会事業大学大学院特任教授　　（～２０１４年３月）
２０１１年４月　日本福祉大学・淑徳大学客員教授　　（～現在に至る）
２０１４年４月　東北福祉大学大学院教授　　　　　　 （～現在に至る )

大橋　謙策　氏
公益財団法人テクノエイド協会　理事長 

開会挨拶　／青木佳之　氏　医療法人　青木内科小児科医院　理事長
基調講演Ⅰ／大橋　謙策　氏
　　　　　　公益財団法人テクノエイド協会　理事長
　　　　　　地域包括ケアとコミュニティーソーシャルワーク（仮）
基調講演Ⅱ／澤村　誠志　氏
　　　　　　兵庫県立総合リハビリテーションセンター中央病院　名誉院長
　　　　　　地域リハビリから考えるソーシャル・インクルージョン（仮）
シンポジウム／テーマ
　　　　　　地域包括ケアシステムの構築に向けて -吉備の国から全国へ発信 -
　　　　　　座長：増田　雅暢　氏　岡山県立大学 保健福祉学部　教授
　　　　　　演者：武久　顕也　氏　瀬戸内市長
　　　　　　　　　江澤　和彦　氏　岡山県医師会　理事
　　　　　　　　　則安　俊昭　氏　岡山県保健福祉部医療推進　課長
　　　　　　　　　調整中　　　　　岡山県介護支援専門員協会
　　　　　　　　　青木　佳之　氏　全国地域包括・在宅介護支援センター協議会　会長
交流会

日時 平成２７年１０月３日（土）13:00 ～ 20:00（受付開始 12:30 ～）

場所 参加費岡山プラザホテル 無料

いのちとくらしを支える地域づくりの公開講演会とシンポジウム

地域包括ケアシステムの構築に向けて
ー 吉備の国から全国へ発信 ー

〒703-8256
岡山県岡山市中区浜 2-3-12



岡山プラザホテル
講演会とシンポジウム：5F 延養の間
交流会　　　　　　　：4F 鶴鳴の間
〒703-8256 岡山県岡山市中区浜 2-3-12
tel.086-272-1201

医療法人　青木内科小児科医院　公開講演会　事務局
〒701-0204　岡山県岡山市南区大福 281-5　TEL:086-281-2267　FAX:086-281-2275
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail:info@aoki-ainosato.or.jp
申込締切：下記の参加申込書にご記入の上、９月３０日（水）までに FAX でお申込み下さい

代表者氏名

企業／団体名

連絡先 TEL

E-mail

要旨　ー 吉備の国から全国へ発信 ー

会場

問い合わせ先　いのちとくらしを支える地域づくり　実行委員会

参加申込書　ＦＡＸ：０８６－２８１－２２７５

　昨今の急速な高齢化の進行とともに、人口減少化時代を迎え、社会構造の多様化・複雑化が進む中、医療・介護を取
り巻く環境が大きく変わりつつあり、できる限り住み慣れた地域で、誰もが安心して生活できる環境の整備が求められ
ています。又、地域包括ケアの理念の源泉は岡山で実践されたアダムス氏（博愛会）と岡山出身の片山潜氏による東京
のキングスレー館の地域を基礎としたセツルメント活動です。
　医療法人　青木内科小児科医院では今後、地域包括ケアシステムの構築を官民が一体となり、歴史と文化の地域づく
りをしていくことが大切だと考えています。地域の医療・介護（いのちとくらし）のマネジメント理論だけでなく、地
域における医療・介護（いのちとくらし）に対する新しい価値観のイノベーションの理論と実践が必要になると思います。
　当法人は開設 30 周年を迎えます。この重要な節目にあたる年に、私たちはこの「いのち」と「くらし」を重要なテー
マとして取り上げ、皆様と共にこれからに向けて取り組むべき課題について考える機会とすべく公開講演会並びに交流
会を催したく存じます。
　ご多用中のところ誠に恐縮ではございますが、何卒ご来臨の栄を賜りますよう謹んでお願い申し上げます。

お名前 所　属
講演会・シンポジウム 交流会

参加希望欄に〇を記入して下さい
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